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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　最も左側のデータラインと最も右側のデータラインとが接続ラインによって接続されて
いる複数のデータラインと前記データラインと交差される複数のゲートライン、マトリッ
クス形態に配置された液晶セル、及び前記データラインと前記ゲートラインの交差部に形
成されるＴＦＴを含む表示パネルと、
　前記データラインにカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を供給す
るソースドライブＩＣと、
　前記ゲートラインにゲートパルスを順次に供給するためのゲート駆動回路を備え、
　前記表示パネルの液晶セルに充電されるデータ電圧の極性はドットインバージョン形態
に反転され、
　前記表示パネルの少なくとも一部は、
　第ｍ(ｍは正の整数)奇数水平表示ラインで隣合うデータラインの間に存在する二つの液
晶セルから対角線に離隔されるように第ｍ+１偶数水平表示ラインで隣合うデータライン
の間に配置される二つの液晶セルを含み、
　前記第ｍ奇数水平表示ラインに形成された二つの液晶セルと前記第ｍ+１偶数水平表示
ラインに形成された二つの液晶セルは同一であるデータラインから供給される同一極性の
データ電圧を順次に充電し、
　前記液晶セルの少なくとも一部は、
　前記表示パネルの奇数水平表示ラインそれぞれで第ｉ(ｉは正の整数) データラインと
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第ｉ＋１データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの第１及び第２液晶セルと、
　前記奇数水平表示ラインそれぞれで前記第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データライン
の間に存在する奇数水平表示ラインの第３及び第４液晶セルと、
　前記表示パネルの偶数水平表示ラインそれぞれで前記第ｉデータラインと第ｉ＋１デー
タラインの間に存在する偶数水平表示ラインの第１及び第２液晶セルと、
　前記偶数水平表示ラインそれぞれで前記第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データライン
の間に存在する偶数水平表示ラインの第３及び第４液晶セルを含み、
　前記奇数水平表示ラインの第１液晶セルは前記第ｉデータラインから供給される第１極
性のデータ電圧を充電し、前記奇数水平表示ラインの第２液晶セルは前記第ｉ＋１データ
ラインから供給される第２極性のデータ電圧を充電し、
　前記偶数水平表示ラインの第１液晶セルは前記第ｉデータラインから供給される第１極
性のデータ電圧を充電し、前記偶数水平表示ラインの第２液晶セルは前記第ｉ＋１データ
ラインから供給される第２極性のデータ電圧を充電し、
　前記奇数水平表示ラインの第３液晶セルは前記第ｉ＋２データラインから供給される第
１極性のデータ電圧を充電し、前記奇数水平表示ラインの第４液晶セルは前記第ｉ＋１デ
ータラインから供給される第２極性のデータ電圧を充電し、
　前記偶数水平表示ラインの第３液晶セルは前記第ｉ＋２データラインから供給される第
１極性のデータ電圧を充電し、前記偶数水平表示ラインの第４液晶セルは前記第ｉ＋１デ
ータラインから供給される第２極性のデータ電圧を充電することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】
　前記ゲート駆動回路は第ｊ(ｊは正の整数)乃至第ｊ＋３ゲートラインに順次にゲートパ
ルスを出力し、
　前記ＴＦＴは、
　第ｊ＋１ゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉデータラインからのデー
タ電圧を前記奇数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された第１画素電極に供給する奇
数水平ラインの第１ＴＦＴと、
　第ｊゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉ＋１データラインからのデー
タ電圧を前記奇数水平表示ラインの第２液晶セルに形成された第２画素電極に供給する奇
数水平ラインの第２ＴＦＴと、
　前記第ｊ＋１ゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉ＋２データラインか
らのデータ電圧を前記奇数水平表示ラインの第３液晶セルに形成された第３画素電極に供
給する奇数水平ラインの第３ＴＦＴと、
　前記第ｊゲートゲートラインからゲートパルスに応答して前記第ｉ＋１データラインか
らのデータ電圧を前記奇数水平表示ラインの第４液晶セルに形成された第４画素電極に供
給する奇数水平ラインの第４ＴＦＴと、
　第ｊ＋３ゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉデータラインからのデー
タ電圧を前記偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された第１画素電極に供給する偶
数水平ラインの第１ＴＦＴと、
　第ｊ＋２ゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉ＋１データラインからの
データ電圧を前記偶数水平表示ラインの前記第２液晶セルに形成された第２画素電極に供
給する偶数水平ラインの第２ＴＦＴと、
　前記第ｊ＋３ゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉ＋２データラインか
らのデータ電圧を前記偶数水平表示ラインの第３液晶セルに形成された第３画素電極に供
給する偶数水平ラインの第３ＴＦＴと、
　前記第ｊ＋２ゲートラインからのゲートパルスに応答して前記第ｉ＋１データラインか
らのデータ電圧を前記偶数水平表示ラインの第４液晶セルに形成された第４画素電極に供
給する偶数水平ラインの第４ＴＦＴを備えることを特徴とする、請求項１記載の液晶表示
装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明はカラムインバージョンに極性が反転されるデータ電圧を出力するソースドライ
ブ集積回路を利用して液晶表示パネルをドットインバージョンに駆動する液晶表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックス駆動方式の液晶表示装置はスイッチング素子として薄膜トラン
ジスタ-(以下“ＴＦＴ”とする)を利用して動画を表示している。液晶表示装置は陰極選
管(ＣＲＴ)に比べて小型化が可能でポータブル情報器機、事務機器、コンピューターなど
で標示器に応用されることは勿論、テレビにも応用されて陰極選管を速く取り替えている
。
【０００３】
　液晶表示装置は液晶表示パネル、液晶表示パネルに光を照射するバックライトユニット
、液晶表示パネルのデータラインにデータ電圧を供給するためのソースドライブ集積回路
(ＩＣ)、液晶表示パネルのゲートライン(またはスキャンライン)にゲートパルス(または
スキャンパルス)を供給するためのゲートドライブＩＣ、及び前記ＩＣを制御する制御回
路、バックライトユニットの光源を駆動するための光源駆動回路などを備える。
【０００４】
　液晶表示装置の工程技術と駆動技術の飛躍的な発展に負って、液晶表示装置の製造費用
は低くなり、画質が大きく向上している。低消費電力と低費用を情報端末機の要求に合う
ように、液晶表示装置の消費電力、画質、及び製造費用をさらに改善する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、既存のインバージョン方法で招来されるデータ充電量のばらつきによ
って招来される輝度ばらつき、色歪曲などの画質低下を防止することができる 液晶表示
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明の液晶表示装置は複数のデータライン、前記データ
ラインと交差される複数のゲートライン、マトリックス形態に配置された液晶セル、及び
前記データラインと前記ゲートラインの交差部に形成されるＴＦＴを含む液晶表示パネル
と、前記データラインにカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を供給
するソースドライブＩＣと、前記ゲートラインにゲートパルスを順次に供給するためのゲ
ート駆動回路を備える。
【０００７】
　前記液晶表示パネルの液晶セルに充電されるデータ電圧の極性はドットインバージョン
形態に反転される。
【０００８】
　前記液晶表示パネルの少なくとも一部は第ｍ (ｍは正の整数)水平表示ラインで隣合う
データラインの間に存在する二つの液晶セルから対角線で離隔されるように第ｍ＋１水平
表示ラインで隣合うデータラインの間に配置される二つの液晶セルを含む。
【０００９】
　前記第ｍ水平表示ラインに形成された二つの液晶セルと前記第ｍ＋1水平表示ラインに
形成された二つの液晶セルは同一であるデータラインから供給される同一極性のデータ電
圧を順次に充電する。
【発明の効果】
【００１０】
　前述のように、本発明は一つのデータラインに接続された液晶セルに充電されるデータ
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電圧の極性を同一に制御し液晶セルのデータ充電量を均一にできてソースドライブＩＣの
消費電力を減らすことができる。したがって、本発明は既存のインバージョン方法で招来
されるデータ充電量のばらつきによって招来される輝度ばらつき、色歪曲などの画質低下
を防止することができるし、データ電圧の極性反転回数を減らしソースドライブＩＣの消
費電力を減らすことができる。また、本発明は左右に隣接する液晶セルが一つのデータラ
インを共有するＴＦＴ接続関係を利用してデータラインの個数とソースドライブＩＣのチ
ャンネル数を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】図１に示された画素アレイの第１実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図３】第１データラインと第ｍ+1データラインの接続例を示す図である。
【図４】図３のような液晶表示装置でデータラインに供給されるデータ電圧の波形を示す
波形図である。
【図５】第ｍ+1データラインがソースドライブＩＣの出力チャンネルに接続された例を示
す図である。
【図６】図５のような液晶表示装置でデータラインに供給されるデータ電圧の波形を示す
波形図である。
【図７】図１に示された画素アレイの第２実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図８】図１に示された画素アレイの第３実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図９】図１に示された画素アレイの第４実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図１０】図１に示された画素アレイの第５実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図１１】図１に示された画素アレイの第６実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図１２】図１に示された画素アレイの第７実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図１３】図１に示された画素アレイの第８実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図１４】図１に示された画素アレイの第９実施の形態を詳しく示す回路図である。
【図１５】図１に示された画素アレイの第１０実施の形態を詳しく示す回路図である。あ
る。
【図１６】図１に示された画素アレイの第１１実施の形態を詳しく示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下添付された図面を参照し本発明に係る望ましい実施の形態を詳しく説明する。明細
書全体にかけて同一である参照番号は実質的に同一である構成要素を意味する。以下の説
明で、本発明と係わる公知機能あるいは構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を不必
要に不明確にすると判断される場合、その詳細な説明を省略する。
【００１３】
　以下の説明で使われる構成要素名称は明細書作成の容易さを考慮し選択されたものであ
り、実際製品の部品名称とは相異することがある。
【００１４】
　図１を参照すれば、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置は画素アレイ１０が形成さ
れた液晶表示パネル、ソースドライブＩＣ１２、ゲート駆動回路１３及びタイミングコン
トローラ１１を備える。液晶表示パネルの下には液晶表示パネルに光を均一に照射するた
めのバックライトユニットが配置されることができる。
【００１５】
　液晶表示パネルは液晶層を間に置いて対向する上部ガラス基板と下部ガラス基板を含む
。液晶表示パネルには画素アレイ１０が形成される。画素アレイ１０はデータラインとゲ
ートラインの交差構造によってマトリックス形態に配列される液晶セルを含みビデオデー
タを表示する。画素アレイ１０の下部ガラス基板にはデータライン、ゲートライン、ＴＦ
Ｔ、ＴＦＴに接続された液晶セルの画素電極、及び液晶セルの画素電極に接続されたスト
レージ キャパシター(Ｃｓｔ) などを含む。画素アレイ１０の液晶セルそれぞれはＴＦＴ
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を通じてデータ電圧を充電する画素電極と共通電圧が印加される共通電極の電圧差によっ
て駆動されて光の透過量を調整することでビデオデータの画像を表示する。画素アレイ１
０の具体的な構造に対しては以下の図面を参照して詳しく説明する。
【００１６】
　液晶表示パネルの上部ガラス基板上にはブラックマットリックス、カラーフィルター及
び共通電極が形成される。共通電極はＴＮ(ツイストネマティック) モードとＶＡ(垂直ア
ラインメント) モードのような垂直電界駆動方式の場合に上部ガラス基板上に形成され、
ＩＰＳ(Ｉn-Plane Swｉtchｉng水平配列型) モードと ＦＦＳ(Frｉnge Fｉeld Swｉtchｉ
ng) モードのような水平電界駆動方式の場合に画素電極とともに下部ガラス基板上に形成
される。
【００１７】
　液晶表示パネルの上部ガラス基板と下部ガラス基板それぞれには偏光版が附着し液晶の
プレチルト角を設定するための配向膜が形成される。
【００１８】
　本発明の液晶表示装置はＴＮモード、ＶＡモード、ＩＰＳモード、ＦＦＳモードだけで
はなくいずれの液晶モードでも具現されることができる。本発明の液晶表示装置は透過型
液晶表示装置、半透過型液晶表示装置、反射型液晶表示装置などいずれの形態でも具現さ
れることができる。透過型液晶表装置と半透過型液晶表示装置ではバックライトユニット
が必要である。バックライトユニットは直下型バックライトユニットまたは、エッジ型 
バックライトユニットに具現されることができる。
【００１９】
　ソースドライブＩＣ１２はＴＣＰ(Tape Carrｉer Package、１５) 上に実装されＴＡＢ
(Tape AutoＭated Bondｉng) 工程によって液晶表示パネルの下部ガラス基板に接合され
、ソース ＰＣＢ(Prｉnted Cｉrcuｉt Board)１４に接続される。ソースドライブＩＣ１
２はＣＯＧ(Chｉp On Glass) 工程によって液晶表示パネルの下部ガラス基板上に接着さ
れることもできる。ソースドライブＩＣ１２それぞれのデータ出力チャンネルは画素アレ
イ１０のデータラインに １：１に接続される。ソースドライブＩＣ１２の出力チャンネ
ルの総個数はデータラインの総個数の大体１／２である。
【００２０】
　ソースドライブＩＣ１２それぞれはタイミングコントローラ１１からデジタルビデオデ
ータを入力受ける。ソースドライブＩＣ１２はタイミングコントローラ１１からのソース
タイミング制御信号に応答してデジタルビデオデータを正極性/負極性データ電圧で変換
し出力チャンネルを通じて画素アレイ１０のデータラインに供給する。ソースドライブＩ
Ｃ１２はタイミングコントローラ１１の制御の下に隣合うデータラインに互いに相反した
極性のデータ電圧を供給し、それぞれのデータラインに供給されるデータ電圧の極性を１
フレーム期間の間同一に維持する。したがって、ソースドライブＩＣ１２は図４及び図６
のように極性がカラムインバージョン形態に反転されるデータ電圧を出力する。
【００２１】
　ゲート駆動回路１３はタイミングコントローラ１１からのゲートタイミング制御信号に
応答して画素アレイのゲートラインにゲートパルス(またはスキャンパルス)を順次に供給
する。ゲート駆動回路１３はＴＣＰ上に実装されＴＡＢ工程によって液晶表示パネルの下
部ガラス基板に接合されるとか、ＧＩＰ(Gate Ｉn Panel) 工程によって画素アレイ１０
と同時に下部ガラス基板上に直接形成されることができる。ゲート駆動回路１３は図２の
ように画素アレイ１０の両側に配置されるとか画素アレイ１０の一側に配置されることが
できる。
【００２２】
　タイミングコントローラ１１は外部のシステムボードから入力されるデジタルビデオデ
ータをソースドライブＩＣ１２に供給する。そしてタイミングコントローラ１１はソース
ドライブＩＣ１２の動作タイミングを制御するためのソースタイミング制御信号とゲート
駆動回路１３の動作タイミングを制御するためのゲートタイミング制御信号を発生する。
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タイミングコントローラ１１はコントロールＰＣＢ１６上に実装される。コントロールＰ
ＣＢ１６とソースＰＣＢ１４はＦＦＣ(flexｉble flat cable)やＦＰＣ(flexｉble prｉn
ted cｉrcuｉt)のような軟性回路基板１７を通じて接続される。
【００２３】
　図２は画素アレイ１０の第１実施の形態を示す回路図である。
【００２４】
　図２を参照すれば、画素アレイ１０はｍ（ｍは正の整数）＋１個のデータライン（Ｄ１
～Ｄｍ＋１）、データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２
ｎ）（ｎは正の整数）、及びゲートパルスに応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～
ＰＩＸ１４、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２４）とデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パ
スをスイッチングするための ＴＦＴ（Ｔ１１～Ｔ１４、Ｔ２１～Ｔ２４）を備える。こ
の画素アレイの１水平表示ラインに配置された液晶セルの個数は２ｍ個である。
【００２５】
　カラムインバージョン方式で極性が反転されるデータ電圧と、図２の画素アレイ構造に
よって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極性が水平２ドット及び垂直１ドットイン
バージョンに反転される。図２で矢印は液晶セルのデータ電圧充電手順を示す。
【００２６】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２ないし第２ｎゲートパルスが供給される。
【００２７】
　第Ｎ（Ｎは正の整数）フレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン
（Ｄ１、Ｄ３．．．Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に負極性データ電圧のみを供給し、偶数データ
ライン（Ｄ２、Ｄ４．．．Ｄｍ）に正極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム
期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．．Ｄｍ－１、Ｄ
ｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ
）に負極性データ電圧のみを供給する。
【００２８】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ（ｉはｍ以下の正の整数) データラインと第ｉ＋１データラインの間に存在する
奇数水平表示ラインの第１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データライ
ンから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１デ
ータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。図２で図面符号’ＰＩＸ１１’
は奇数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された第１画素電極であり、’ＰＩＸ１２’
は奇数水平表示ラインの第２液晶セルに形成された第２画素電極である。また偶数水平表
示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで第ｉ＋１デー
タラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する偶数水平ラインの第３及び第４液晶セル
は第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電し
た後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧
を充電する。図２で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶セルに形成
された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶セルに形成
された第４画素電極である。したがって、奇数水平表示ラインの第１及び第２液晶セルと
、偶数水平ラインの第３及び第４液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一で
ある極性のデータ電圧を充電する。
【００２９】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの
第３及び第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される負極
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性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給さ
れる正極性データ電圧を充電する。図２で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ライン
の第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ライン
の第４液晶セルに形成された第４画素電極である。また、偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ
＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３
データラインの間に存在する偶数水平ラインの第５及び第６液晶セルは第Ｎフレーム期間
の間第ｉ＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレ
ーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。図２で
偶数水平表示ラインの第５及び第６液晶セルは省略されたし、その構造は偶数水平ライン
の第１及び第２液晶セルと実質的に同一である。したがって、奇数水平表示ラインの第３
及び第４液晶セルと、偶数水平ラインの第５及び第６液晶セルは第ｉ＋２データラインか
ら供給される同一である極性のデータ電圧を充電する。一方、偶数水平表示ラインの第１
及び第２液晶セルは第１ データラインから供給される同一である極性のデータ電圧を充
電する。
【００３０】
　図２に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を第
１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（Ｌ
ＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【００３１】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第２ゲー
トライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデ
ータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第２データラ
イン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。
第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１２）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲー
トパルスに応答し第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１
２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充
電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。
第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソー
ス電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）に接続される。
【００３２】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲー
トライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第３データラ
イン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。
第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲー
トパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ
１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続れる。
第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソー
ス電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）に接続される。
【００３３】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
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（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第３ゲー
トライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答し第１データライン（Ｄ１）からのデー
タ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１
／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第３ゲー
トライン（Ｇ３）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第１データライ
ン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第
２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２２）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲート
パルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２
２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充
電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。
第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続されて、そのソ
ース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）に接続される。
【００３４】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第３及び第４液
晶セルは対角線方向に沿って第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１及び第２液晶セ
ルから離隔され、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１及び第２液晶セルとともに
第２データライン（Ｄ２）を共有する。したがって、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１
）の第１及び第２液晶セルと、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第３及び第４液晶
セルは第２データライン（Ｄ２）を通じて連続に供給される同一極性のデータ電圧を順次
に充電する。
【００３５】
　第２水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲ
ートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩ
Ｘ２３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧
を充電する。  第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続さ
れる。 第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、
そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４
ＴＦＴ（Ｔ２４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第２デ
ータライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画
素電極（ＰＩＸ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ
２４）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）の
ドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（
ＰＩＸ２４）に接続される。
【００３６】
　本発明の液晶表示装置は一つのデータラインに接続された液晶セルに充電されるデータ
電圧の極性が同一であるのでソースドライブＩＣの消費電力を減らすことができることは
勿論、液晶セルそれぞれのデータ充電量が均一にできる。したがって、本発明は既存のイ
ンバージョン方法で招来されるデータ充電量のばらつきによって招来される輝度ばらつき
、色歪曲などの画質低下を防止することができる。また、本発明は左右に隣接する液晶セ
ルが一つのデータラインを共有するＴＦＴ接続関係を利用してデータラインの個数とソー
スドライブＩＣのチャンネル数を減らすことができるしさらに、液晶表示装置の製造費用
を減らすことができる。
【００３７】
　画素アレイ１０は図２に限定されない。例えば、画素アレイ１０は図７乃至図１６のよ
うに変形可能である。図７乃至図１６の実施の形態でもデータラインの個数は大体1/2で
減り、ソースドライブＩＣ１２の出力はカラムインバージョンデータ電圧であり、画素ア
レイ１０の液晶セルはドットインバージョンに駆動される。
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【００３８】
画素アレイ１０の右側端に配置された第ｍ+1データライン（Ｄｍ＋１）は図３のように画
素アレイ１０の左側端に配置された第１データライン（Ｄ１）と接続されることができる
。図４は図３のような液晶表示装置でデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に供給されるデー
タ電圧の波形を示す波形図である。
【００３９】
　図３及び図４を参照すれば、液晶表示装置はＴＣＰ１５とソースＰＣＢ１４を経由する
接続ライン１１１をさらに備える。
【００４０】
　接続ライン１１１の一側端は第１データライン（Ｄ１）に接続され、接続ライン１１１
の他側端は第ｍ+1データライン（Ｄｍ＋１）に接続される。ソースドライブＩＣ１２ 中
で画素アレイの左側上端に配置された第１ソースドライブＩＣ１２の出力チャンネルは第
１データライン（Ｄ１）と第Ｍデータライン（Ｄｍ＋１）にデータ電圧を供給する。
【００４１】
　画素アレイ１０の右側端に配置された第Ｍ＋１データライン（Ｄｍ＋１）は図５のよう
に第１データライン（Ｄ１）に接続されないでソースドライブＩＣ１２の出力チャンネル
に接続されることができる。図６は図５のような液晶表示装置でデータラインに供給され
るデータ電圧の波形を示す波形図である。
【００４２】
　図５及び図６を参照すれば、液晶表示パネルの上端右側に配置されるソースドライブＩ
Ｃ１２は第Ｍ＋１データライン（Ｄｍ＋１）に接続される出力チャンネルをさらに含む。
したがって、第ｍ＋１データライン（Ｄｍ＋１）はソースドライブＩＣ１２の中で画素ア
レイ１０の右側上端に配置された最後のソースドライブＩＣ１２から直接データ電圧を供
給受ける。
【００４３】
　図７は画素アレイ１０の第２実施の形態を示す回路図である。
【００４４】
　図７を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライン
（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに応
答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１４、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２４）とデー
タライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１～
Ｔ１４、Ｔ２１～Ｔ２４）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデー
タ電圧と、図７の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極性が
水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【００４５】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルスが供給される。
【００４６】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。 第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給して、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極
性データ電圧のみを供給する。
【００４７】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１） それ
ぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの第
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１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性
データ電圧を充電する。図７で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液晶
セルに形成された第１画素電極であり、‘ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液晶
セルに形成された第２画素電極である。
【００４８】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．　ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それ
ぞれで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する奇数水平表示ライン
の第３及び第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給
される正極性データ電圧を充電する。図７で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ライ
ンの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ライ
ンの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２
、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラ
インの間に存在する偶数水平ラインの第１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間
の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。図７で図面符号
‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された第１画素電極であり、
‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成された第２画素電極である。
　したがって、奇数水平表示ラインの第３及び第４液晶セルと、偶数水平ラインの第１及
び第２液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデータ電圧を充
電する。
【００４９】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する偶数水平ラインの第３及び
第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正極性データ
電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される負極
性データ電圧を充電する。図７で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液
晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液
晶セルに形成された第４画素電極である。
【００５０】
　図７に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を第
１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（Ｌ
ＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【００５１】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。  第１水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からの
データ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大
体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第２
ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データ
ライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される
。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１２）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲ
ートパルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩ
Ｘ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧
を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続され
る。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、その
ソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）に接続される。
【００５２】
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　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲー
トライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データラ
イン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。
第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲー
トパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ
１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される
。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソ
ース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）に接続される。
【００５３】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第３ゲー
トライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答し第２データライン（Ｄ２）からのデー
タ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１
／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第３ゲー
トライン（Ｇ３）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データライ
ン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第
２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２２）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲート
パルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２
２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充
電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。
第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、　そのソ
ース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）に接続される。
【００５４】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲー
トライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲ
ートライン（Ｇ３）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データラ
イン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。
第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲー
トパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ
２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される
。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソ
ース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）に接続される。
【００５５】
　図８は画素アレイ１０の第３実施の形態を示す回路図である。
【００５６】
　図８を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライン
（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに応
答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１４、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２４）とデー
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タライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１～
Ｔ１４、Ｔ２１～Ｔ２４）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデー
タ電圧と、図８の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極性が
水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【００５７】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルスが供給される。
【００５８】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極性
データ電圧のみを供給する。
【００５９】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．　ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それ
ぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの第
１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性
データ電圧を充電する。図８で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液晶
セルに形成された第１画素電極であり、’ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液晶
セルに形成された第２画素電極である。
【００６０】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの
第３及び第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極
性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給さ
れる正極性データ電圧を充電する。図８で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ライン
の第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ライン
の第４液晶セルに形成された第４画素電極である。偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、
ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データライ
ンの間に存在する偶数水平ラインの第１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋
１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の
間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。図８で図面符号’
ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された第１画素電極であり、’
ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成された第２画素電極である。し
たがって、奇数水平表示ラインの第３及び第４液晶セルと、偶数水平ラインの第１及び第
２液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデータ電圧を充電す
る。
【００６１】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する偶数水平ラインの第３及
び第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される負
極性データ電圧を充電する。図８で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３
液晶セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４
液晶セルに形成された第４画素電極である。
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【００６２】
　図８に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を第
１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（Ｌ
ＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【００６３】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１ゲー
トライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデ
ータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第１ゲ
ートライン（Ｇ１）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データラ
イン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。
第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１２）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲー
トパルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ
１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される
。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソ
ース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）に接続される。
【００６４】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲー
トライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データラ
イン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。
第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲー
トパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ
１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される
。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソ
ース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）に接続される。
【００６５】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第４ゲー
トライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデ
ータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第４ゲ
ートライン（Ｇ４）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データラ
イン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。
第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２２）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲー
トパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ
２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される
。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソ
ース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）に接続される。
【００６６】
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　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲー
トライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲ
ートライン（Ｇ３）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データラ
イン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。
 第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲ
ートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧
を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続され
る。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、その
ソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）に接続される。
【００６７】
　図９は画素アレイ１０の第４実施の形態を示す回路図である。
【００６８】
　図９を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライン
（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに応
答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１６、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２６）とデー
タライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするための ＴＦＴ（Ｔ１１
～Ｔ１６、Ｔ２１～Ｔ２６）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデ
ータ電圧と、図９の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極性
が水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【００６９】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルスが供給される。
【００７０】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
．Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ
４．．．Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソース
ドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．．Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に負極性
データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．．Ｄｍ）に正極性データ電
圧のみを供給する。
【００７１】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１） それ
ぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの第
１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性
データ電圧を充電する。図９で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液晶
セルに形成された第１画素電極であり、’ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液晶
セルに形成された第２画素電極である。
【００７２】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの
第３及び第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極
性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給さ
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れる正極性データ電圧を充電する。図９で図面符号 ‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ライ
ンの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ライ
ンの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２
、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データ
ラインの間に存在する偶数水平ラインの第１及び第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第
ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期
間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。図９で図面符
号’ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された第１画素電極であり
、’ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成された第２画素電極である
。したがって、奇数水平表示ラインの第３及び第４液晶セルと、偶数水平ラインの第１及
び第２液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデータ電圧を充
電する。
【００７３】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間に存在する奇数水平表示ラインの
第５及び第６液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正極
性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給さ
れる負極性データ電圧を充電する。図９で図面符号‘ＰＩＸ１５’は奇数水平表示ライン
の第５液晶セルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ１６’は奇数水平表示ライン
の第６液晶セルに形成された第６画素電極である。偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、
ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データ
ラインの間に存在する偶数水平ラインの第３及び第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第
ｉ＋２データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期
間の間第ｉ＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。図９で図面符
号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり
、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶セルに形成された第４画素電極である
。
　したがって、奇数水平表示ラインの第５及び第６液晶セルと、偶数水平ラインの第３及
び第４液晶セルは第ｉ＋２データラインから供給される同一である極性のデータ電圧を充
電する。
【００７４】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間に存在する偶数水平ラインの第５及
び第６液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される負極性デー
タ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正
極性データ電圧を充電する。図９で図面符号‘ＰＩＸ２５’は偶数水平表示ラインの第５
液晶セルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ２６’は偶数水平表示ラインの第６
液晶セルに形成された第６画素電極である。
【００７５】
　図９に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を第
１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第６液晶セルと、第２水平表示ライン（Ｌ
ＩＮＥ＃２）の第１乃至第６液晶セルを例をあげて説明する。
【００７６】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第２ゲー
トライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデ
ータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データラ
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イン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。
第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１２）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲー
トパルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ
１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される
。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続されて、その
ソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）に接続される。
【００７７】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲー
トライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データラ
イン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。
第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲー
トパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ
１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される
。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソ
ース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）に接続される。
【００７８】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）で第３データライン（Ｄ３）と第４データライン
（Ｄ４）の間に存在する第５及び第６液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第１水平表示ラインの第５ＴＦＴ(Ｔ１５)は第１ゲート
ライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデー
タ電圧を第５画素電極(ＰＩＸ１５)に供給する。第５画素電極(ＰＩＸ１５)は大体１／２
水平期間の間データ電圧を充電する。第５ＴＦＴ(Ｔ１５)のゲート電極は第１ゲートライ
ン（Ｇ１）に接続される。第５ＴＦＴ(Ｔ１５)のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３
）に接続され、そのソース電極は第５画素電極(ＰＩＸ１５)に接続される。第１水平表示
ラインの第６ＴＦＴ(Ｔ１６)は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答
して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第６画素電極(ＰＩＸ１６)に供給する
。第６画素電極(ＰＩＸ１６)は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。  第６Ｔ
ＦＴ(Ｔ１６)のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第６ＴＦＴ(Ｔ１
６)のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第６画素
電極(ＰＩＸ１６)に接続される。
【００７９】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第１データライン（Ｄ１）と第２データライン
（Ｄ２）の間に存在する第１及び第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第３ゲー
トライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデ
ータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第３ゲ
ートライン（Ｇ３）に接続される。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データラ
イン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。
第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２２）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲー
トパルスに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ
２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される
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。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソ
ース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）に接続される。
【００８０】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第２データライン（Ｄ２）と第３データライン
（Ｄ３）の間に存在する第３及び第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲー
トライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデ
ータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲ
ートライン（Ｇ３）に接続される。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データラ
イン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。
第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲー
トパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ
２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩＸ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される
。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソ
ース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）に接続される。
【００８１】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）で第３データライン（Ｄ３）と第４データライン
（Ｄ４）の間に存在する第５及び第６液晶セルは第４データライン（Ｄ４）から順次に供
給されるデータ電圧を充電する。第２水平表示ラインの第５ＴＦＴ（Ｔ２５）は第４ゲー
トライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第４データライン（Ｄ４）からのデ
ータ電圧を第５画素電極（ＰＩＸ２５）に供給する。第５画素電極（ＰＩＸ２５）は大体
１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第５ＴＦＴ（Ｔ２５）のゲート電極は第４ゲ
ートライン（Ｇ４）に接続される。第５ＴＦＴ（Ｔ２５）のドレーン電極は第４データラ
イン（Ｄ４）に接続され、そのソース電極は第５画素電極（ＰＩＸ２５）に接続される。
第２水平表示ラインの第６ＴＦＴ（Ｔ２６）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲー
トパルスに応答して第４データライン（Ｄ４）からのデータ電圧を第６画素電極（ＰＩＸ
２６）に供給する。第６画素電極（ＰＩＸ２６）は大体１／２水平期間の間データ電圧を
充電する。第６ＴＦＴ（Ｔ２６）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される
。第６ＴＦＴ（Ｔ２６）のドレーン電極は第４データライン（Ｄ４）に接続され、そのソ
ース電極は第６画素電極（ＰＩＸ２６）に接続される。
【００８２】
　図１０は画素アレイ１０の第５実施の形態を示す回路図である。
【００８３】
　図１０を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライ
ン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに
応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１４、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２４）とデ
ータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１
～Ｔ１４、Ｔ２１～Ｔ２４）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデ
ータ電圧と、図１０の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極
性が水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【００８４】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルスが供給される。
【００８５】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
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． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．．Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。  第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．．Ｄｍ）に正極性デ
ータ電圧のみを供給する。
【００８６】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び第
２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間
第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第
２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電
圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性
データ電圧を充電する。図１０で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液
晶セルに形成された第１画素電極であり、’ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液
晶セルに形成された第２画素電極である。
【００８７】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１０で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ラ
インの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ラ
インの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。　
【００８８】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶
セルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データ
ラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋
１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶
セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性データ電圧を充電し
た後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充
電する。図１０で図面符号’ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成さ
れた第１画素電極であり、’ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成さ
れた第２画素電極である。
【００８９】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４
液晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デ
ータラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第
ｉ＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４
液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧
を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デ
ータ電圧を充電する。図１０で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶
セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶
セルに形成された第４画素電極である。
【００９０】
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　図１０に示されるように、奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラ
インの第１及び第４液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデ
ータ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラインの
第１及び第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は奇数水平表示ラインの第１及び第
４液晶セルと、偶数水平ラインの第２及び第３液晶セルに充電されるデータ電圧の極性と
は相反する。　
【００９１】
　図１０に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を
第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（
ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【００９２】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。続いて、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１
液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水平表
示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに
応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）に供
給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。
第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。  第１Ｔ
ＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極
は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１２
）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第２データライン（Ｄ
２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩＸ
１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲート
電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極は
第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）に
接続される。
【００９３】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第３液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。  第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。  
第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソー
ス電極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（
Ｔ１４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第３データライ
ン（Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（
ＰＩＸ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）の
ゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン
電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１
４）に接続される。
【００９４】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第１液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第１
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ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２
２）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第１データライン（
Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲー
ト電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極
は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）
に接続される。
【００９５】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。  第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。  
第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソー
ス電極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（
Ｔ２４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第２データライ
ン（Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（
ＰＩＸ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）の
ゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン
電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２
４）に接続される。
【００９６】
　図１１は画素アレイ１０の第６実施の形態を示す回路図である。
【００９７】
　図１１を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライ
ン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに
応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１４、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２４）とデ
ータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１
～Ｔ１４、Ｔ２１～Ｔ２４）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデ
ータ電圧と、図１１の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極
性が水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【００９８】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルス（Ｇ１～Ｇ２ｎ）が供給される。
【００９９】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．．Ｄｍ）に正極性デ
ータ電圧のみを供給する。
【０１００】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び第
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２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間
第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第
２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電
圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性
データ電圧を充電する。図１１で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液
晶セルに形成された第１画素電極であり、‘ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液
晶セルに形成された第２画素電極である。
【０１０１】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１１で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ラ
インの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ラ
インの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。
【０１０２】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶
セルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データ
ラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋
１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶
セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性データ電圧を充電し
た後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充
電する。図１１で図面符号‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成さ
れた第１画素電極であり、‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成さ
れた第２画素電極である。
【０１０３】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４
液晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デ
ータラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第
ｉ＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４
液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧
を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デ
ータ電圧を充電する。図１１で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶
セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶
セルに形成された第４画素電極である。
【０１０４】
　図１１に示されるように、奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラ
インの第１及び第４液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデ
ータ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラインの
第１及び第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は奇数水平表示ラインの第１及び第
４液晶セルと、偶数水平ラインの第２及び第３液晶セルに充電されるデータ電圧の極性と
は相反する。
【０１０５】
　図１１に示された画素アレイ１０から ＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係
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を第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン
（ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【０１０６】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパル
スに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１
２）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲー
ト電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）
に接続される。
【０１０７】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第３液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１
４）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第３データライン（
Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲー
ト電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極
は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）
に接続される。
【０１０８】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第１液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２
２）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第１データライン（
Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極
は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）
に接続される。
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【０１０９】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２
４）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）
に接続される。
【０１１０】
　図１２は画素アレイ１０の第７実施の形態を示す回路図である。
【０１１１】
　図１２を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライ
ン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに
応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１６、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２６）とデ
ータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１
～Ｔ１６、Ｔ２１～Ｔ２６）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデ
ータ電圧と、図１２の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極
性が水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【０１１２】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルス（Ｇ１～Ｇ２ｎ）が供給される。
【０１１３】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極性
データ電圧のみを供給する。
【０１１４】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び第
２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間
第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第
２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電
圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性
データ電圧を充電する。図１２で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液
晶セルに形成された第１画素電極であり、’ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液
晶セルに形成された第２画素電極である。
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【０１１５】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。 図１２で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示
ラインの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示
ラインの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。
【０１１６】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶
セルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データ
ラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋
１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶
セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性データ電圧を充電し
た後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充
電する。図１２で図面符号‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成さ
れた第１画素電極であり、‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成さ
れた第２画素電極である。
【０１１７】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ） それぞれ
で第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４
液晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デ
ータラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第
ｉ＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４
液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧
を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デ
ータ電圧を充電する。図１２で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶
セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶
セルに形成された第４画素電極である。
【０１１８】
　図１２に示されるように、奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラ
インの第１及び第４液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデ
ータ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラインの
第１及び第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は奇数水平表示ラインの第１及び第
４液晶セルと、偶数水平ラインの第２及び第３液晶セルに充電されるデータ電圧の極性と
は相反する。　
【０１１９】
　図１２に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を
第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（
ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【０１２０】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から
供給されるデータ電圧を充電する。これと同時に、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）
の第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第１
水平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパ
ルスに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１
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）に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電
する。  第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。
第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソー
ス電極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（
Ｔ１２）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第２データライ
ン（Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（
ＰＩＸ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）の
ゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン
電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１
２）に接続される。
【０１２１】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第３液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。これと共に、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１
４）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第３データライン（
Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲー
ト電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極
は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）
に接続される。
【０１２２】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第１液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２
２）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第１データライン（
Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極
は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）
に接続される。
【０１２３】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第３
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ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２
４）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）
に接続される。
【０１２４】
　図１３は画素アレイ１０の第８実施の形態を示す回路図である。
【０１２５】
　図１３を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライ
ン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに
応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１６、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２６）とデ
ータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１
～Ｔ１６、Ｔ２１～Ｔ２６）を備える。 カラムインバージョン方式で極性が反転される
データ電圧と、図１３の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその
極性が水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。また、図１３の画素
アレイ１０の一部液晶セルに充電されるデータ電圧は水平１ドット及び垂直１ドットイン
バージョンに反転される。したがって、図１３の画素アレイには水平２ドット及び垂直１
ドットインバージョン形態に極性が反転される液晶セルと、水平１ドット及び垂直１ドッ
トインバージョン形態に極性の反転される液晶セルが混在される。
【０１２６】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルス（Ｇ１～Ｇ２ｎ）が供給される。
【０１２７】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極性
データ電圧のみを供給する。
【０１２８】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び第
２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間
第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第
２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電
圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性
データ電圧を充電する。図１３で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液
晶セルに形成された第１画素電極であり、‘ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液
晶セルに形成された第２画素電極である。
【０１２９】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
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第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１３で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ラ
インの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ラ
インの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。
【０１３０】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間には奇数水平表示ラインの第５及
び第６液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第５液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋３データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第６液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１３で図面符号‘ＰＩＸ１５’は奇数水平表示ラ
インの第５液晶セルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ１６’は奇数水平表示ラ
インの第６液晶セルに形成された第６画素電極である。
【０１３１】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶セ
ルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラ
インから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１
データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶セ
ルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性データ電圧を充電した
後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電
する。図１３で図面符号‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成され
た第１画素電極であり、‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成され
た第２画素電極である。
【０１３２】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を
充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電する。  図１３で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶
セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶
セルに形成された第４画素電極である。
【０１３３】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間には偶数水平ラインの第５及び第６液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第５液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第６液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される負極性データ電圧を
充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電する。図１３で図面符号‘ＰＩＸ２５’は偶数水平表示ラインの第５液晶セ
ルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ２６’は偶数水平表示ラインの第６液晶セ
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ルに形成された第６画素電極である。
【０１３４】
　図１３に示されるように、奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラ
インの第１及び第４液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデ
ータ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラインの
第１及び第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は奇数水平表示ラインの第１及び第
４液晶セルと、偶数水平ラインの第２及び第３液晶セルに充電されるデータ電圧の極性と
は相反する。したがって、奇数水平表示ラインの第１乃至第４液晶セルと、偶数水平ライ
ンの第１乃至第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は水平２ドット及び垂直１ドッ
トインバージョンに反転される。これに比べて、奇数水平表示ラインの第３乃至第６液晶
セルと、偶数水平ラインの第３乃至第６液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は水平１
ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【０１３５】
　図１３に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を
第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１ないし第６液晶セルと、第２水平表示ライン
（ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第６液晶セルを例をあげて説明する。
【０１３６】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１
２）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲー
ト電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）
に接続される。
【０１３７】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第３液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１
４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第３データライン（
Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲー
ト電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極
は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）
に接続される。
【０１３８】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第５液晶セルは第４データライン（Ｄ４）から
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供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第６液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第５ＴＦＴ(Ｔ１５)は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルス
に応答して第４データライン（Ｄ４）からのデータ電圧を第５画素電極(ＰＩＸ１５)に供
給する。第５画素電極(ＰＩＸ１５)は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第
５ＴＦＴ(Ｔ１５)のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第５ＴＦＴ(
Ｔ１５)のドレーン電極は第４データライン（Ｄ４）に接続され、そのソース電極は第５
画素電極(ＰＩＸ１５)に接続される。第１水平表示ラインの第６ＴＦＴ(Ｔ１６)は第２ゲ
ートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からの
データ電圧を第６画素電極(ＰＩＸ１６)に供給する。第６画素電極(ＰＩＸ１６)は大体１
／２水平期間の間データ電圧を充電する。第６ＴＦＴ(Ｔ１６)のゲート電極は第２ゲート
ライン（Ｇ２）に接続される。第６ＴＦＴ(Ｔ１６)のドレーン電極は第３データライン（
Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第６画素電極(ＰＩＸ１６)に接続される。
【０１３９】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第１液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２
２）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第１データライン（
Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲー
ト電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極
は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）
に接続される。
【０１４０】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２
４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲー
ト電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続されて、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４
）に接続される。
【０１４１】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第６液晶セルは第４データライン（Ｄ４）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第５液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第５ＴＦＴ（Ｔ２５）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
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スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第５画素電極（ＰＩＸ２５）
に供給する。第５画素電極（ＰＩＸ２５）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第５ＴＦＴ（Ｔ２５）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第５
ＴＦＴ（Ｔ２５）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第５画素電極（ＰＩＸ２５）に接続される。第２水平表示ラインの第６ＴＦＴ（Ｔ２
６）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第４データライン（
Ｄ４）からのデータ電圧を第６画素電極（ＰＩＸ２６）に供給する。第６画素電極（ＰＩ
Ｘ２６）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第６ＴＦＴ（Ｔ２６）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第６ＴＦＴ（Ｔ２６）のドレーン電極
は第６ データライン(Ｄ６)に接続され、そのソース電極は第６画素電極（ＰＩＸ２６）
に接続される。
【０１４２】
　図１４は画素アレイ１０の第９実施の形態を示す回路図である。
【０１４３】
　図１４を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）、データライ
ン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパルスに
応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１６、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２６）とデ
ータライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（Ｔ１１
～Ｔ１６、Ｔ２１～Ｔ２６）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転されるデ
ータ電圧と、図１４の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧はその極
性が水平２ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。また、図１４の画素ア
レイ１０の一部液晶セルに充電されるデータ電圧は水平１ドット及び垂直１ドットインバ
ージョンに反転される。したがって、図１４の画素アレイには水平２ドット及び垂直１ド
ットインバージョン形態に極性が反転される液晶セルと、水平１ドット及び垂直１ドット
インバージョン形態に極性の反転される液晶セルが混在される。
【０１４４】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲート
ライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）に
第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順次
に第２乃至第２ｎゲートパルス（Ｇ１～Ｇ２ｎ）が供給される。
【０１４５】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給して、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極
性データ電圧のみを供給する。
【０１４６】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び第
２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間
第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第
２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電
圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性
データ電圧を充電する。図１４で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液
晶セルに形成された第１画素電極であり、‘ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液
晶セルに形成された第２画素電極である。
【０１４７】
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　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１４で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ラ
インの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ラ
インの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。
【０１４８】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間には奇数水平表示ラインの第５及
び第６液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第５液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋３データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第６液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１４で図面符号‘ＰＩＸ１５’は奇数水平表示ラ
インの第５液晶セルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ１６’は奇数水平表示ラ
インの第６液晶セルに形成された第６画素電極である。
【０１４９】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶セ
ルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラ
インから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶セルは
第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、
第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する
。  図１４で図面符号‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成された
第１画素電極であり、‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成された
第２画素電極である。
【０１５０】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を
充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電する。図１４で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶セ
ルに形成された第３画素電極であり、’ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶セ
ルに形成された第４画素電極である。
【０１５１】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間には偶数水平ラインの第５及び第６液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第５液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第６液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される負極性データ電圧を
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充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電する。図１４で図面符号‘ＰＩＸ２５’は偶数水平表示ラインの第５液晶セ
ルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ２６’は偶数水平表示ラインの第６液晶セ
ルに形成された第６画素電極である。
【０１５２】
　図１４に示されるように、奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラ
インの第１及び第４液晶セルは第ｉ＋１データラインから供給される同一である極性のデ
ータ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第２及び第３液晶セルと、偶数水平ラインの
第１及び第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は奇数水平表示ラインの第１及び第
４液晶セルと、偶数水平ラインの第２及び第３液晶セルに充電されるデータ電圧の極性と
は相反する。したがって、奇数水平表示ラインの第１乃至第４液晶セルと、偶数水平ライ
ンの第１乃至第４液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は水平２ドット及び垂直１ドッ
トインバージョンに反転される。これに比べて、奇数水平表示ラインの第３乃至第６液晶
セルと、偶数水平ラインの第３乃至第６液晶セルに充電されるデータ電圧の極性は水平１
ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【０１５３】
　図１４に示された画素アレイ１０から ＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係
を第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第６液晶セルと、第２水平表示ライン
（ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第６液晶セルを例をあげて説明する。
【０１５４】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパル
スに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１
２）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲー
ト電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）
に接続される。
【０１５５】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第３液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１
４）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第３データライン（
Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲー
ト電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極
は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）
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に接続される。
【０１５６】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第６液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第５液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第５ＴＦＴ(Ｔ１５)は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルス
に応答して第４データライン（Ｄ４）からのデータ電圧を第５画素電極(ＰＩＸ１５)に供
給する。第５画素電極(ＰＩＸ１５)は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第
５ＴＦＴ(Ｔ１５)のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第５ＴＦＴ(
Ｔ１５)のドレーン電極は第４データライン（Ｄ４）に接続され、そのソース電極は第５
画素電極(ＰＩＸ１５)に接続される。第１水平表示ラインの第６ＴＦＴ(Ｔ１６)は第１ゲ
ートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第３データライン（Ｄ３）からの
データ電圧を第６画素電極(ＰＩＸ１６)に供給する。第６画素電極(ＰＩＸ１６)は大体１
／２水平期間の間データ電圧を充電する。第６ＴＦＴ(Ｔ１６)のゲート電極は第１ゲート
ライン（Ｇ１）に接続される。第６ＴＦＴ(Ｔ１６)のドレーン電極は第３データライン（
Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第６画素電極(ＰＩＸ１６)に接続される。
【０１５７】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第１液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。 第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第
１ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース
電極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ
２２）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第１データライン
（Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（Ｐ
ＩＸ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲ
ート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電
極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２
）に接続される。
【０１５８】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２
４）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）
に接続される。
【０１５９】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第５液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
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供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第６液晶セルは第４データライン（Ｄ４）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第５ＴＦＴ（Ｔ２５）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第５画素電極（ＰＩＸ２５）
に供給する。第５画素電極（ＰＩＸ２５）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第５ＴＦＴ（Ｔ２５）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第５
ＴＦＴ（Ｔ２５）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第５画素電極（ＰＩＸ２５）に接続される。第２水平表示ラインの第６ＴＦＴ（Ｔ２
６）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第４データライン（
Ｄ４）からのデータ電圧を第６画素電極（ＰＩＸ２６）に供給する。第６画素電極（ＰＩ
Ｘ２６）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第６ＴＦＴ（Ｔ２６）のゲー
ト電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第６ＴＦＴ（Ｔ２６）のドレーン電極
は第６ データライン(Ｄ６)に接続され、そのソース電極は第６画素電極（ＰＩＸ２６）
に接続される。
【０１６０】
　図１５は画素アレイ１０の第１０実施の形態を示す回路図である。
【０１６１】
　図１５を参照すれば、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）、データラ
イン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパル
スに応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１６、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２６）
とデータライン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１） の間の電流パスをスイッチングするための ＴＦＴ
（Ｔ１１～Ｔ１６、Ｔ２１～Ｔ２６）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転
されるデータ電圧と、図１５の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧
はその極性が水平１ドット及び垂直１ドットインバージョンに反転される。
【０１６２】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）に出力する。ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲー
トライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）
に第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順
次に第２乃至第２ｎゲートパルス（Ｇ１～Ｇ２ｎ）が供給される。
【０１６３】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、 Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、 Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極性
データ電圧のみを供給する。
【０１６４】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１） それ
ぞれで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び
第２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第
ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期
間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表示
ラインの第２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータラインから供給される正極性デ
ータ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラインから供給される負極
性データ電圧を充電する。図１５で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１
液晶セルに形成された第１画素電極であり、‘ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２
液晶セルに形成された第２画素電極である。
【０１６５】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
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れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１５で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ラ
インの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ラ
インの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。
【０１６６】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間には奇数水平表示ラインの第５及
び第６液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第５液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋３データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第６液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給される正
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋２データラインから供給
される負極性データ電圧を充電する。図１５で図面符号‘ＰＩＸ１５’は奇数水平表示ラ
インの第５液晶セルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ１６’は奇数水平表示ラ
インの第６液晶セルに形成された第６画素電極である。
【０１６７】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶セ
ルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータライン
から供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラ
インから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶セルは第Ｎ
フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、
第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電
する。図１５で図面符号‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成され
た第１画素電極であり、‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成され
た第２画素電極である。
【０１６８】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を
充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電する。図１５で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶セ
ルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶セ
ルに形成された第４画素電極である。
【０１６９】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋２データラインと第ｉ＋３データラインの間には偶数水平ラインの第５及び第６液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第５液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第６液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される負極性データ電圧を
充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋３データラインから供給される正極性デー
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タ電圧を充電する。図１５で図面符号‘ＰＩＸ２５’は偶数水平表示ラインの第５液晶セ
ルに形成された第５画素電極であり、‘ＰＩＸ２６’は偶数水平表示ラインの第６液晶セ
ルに形成された第６画素電極である。
【０１７０】
　図１５に示されるように、上下で隣合う液晶セルと左右で隣合う液晶セルは互いに相反
した極性のデータ電圧を充電する。したがって、図１５の画素アレイの液晶セルは水平１
ドット及び垂直１ドットインバージョン形態に反転されるデータ電圧を充電する。
【０１７１】
　図１５に示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を
第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（
ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【０１７２】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第２液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１
２）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパルスに応答して第１データライン（
Ｄ１）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲー
ト電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極
は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）
に接続される。
【０１７３】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第４液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第３液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第２データライン（Ｄ２）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１
４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第３データライン（
Ｄ３）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲー
ト電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極
は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）
に接続される。
【０１７４】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
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る。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２
２）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）
に接続される。
【０１７５】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２
４）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲー
ト電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）
に接続される。
【０１７６】
　図１６は画素アレイ１０の第１１実施の形態を示す回路図である。
【０１７７】
　図１６を参照すると、画素アレイ１０はデータライン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）、データラ
イン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）と交差されるゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）、及びゲートパル
スに応答して液晶セルの画素電極（ＰＩＸ１１～ＰＩＸ１６、ＰＩＸ２１～ＰＩＸ２６）
とデータライン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）の間の電流パスをスイッチングするためのＴＦＴ（
Ｔ１１～Ｔ１６、Ｔ２１～Ｔ２６）を備える。カラムインバージョン方式で極性が反転さ
れるデータ電圧と、図１６の画素アレイ構造によって液晶セルに充電されるデータ電圧は
その極性が水平１ドット及び垂直２ドットインバージョンに反転される。
【０１７８】
　ソースドライブＩＣ１２はカラムインバージョン形態に極性が反転されるデータ電圧を
データライン（Ｄ１～ Ｄｍ＋１）に出力する。 ゲート駆動回路１３は第１乃至２ｎゲー
トライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）にゲートパルスを順次に供給する。第１ゲートライン（Ｇ１）
に第１ゲートパルスが供給された後に第２乃至第２ｎゲートライン（Ｇ１～Ｇ２ｎ）に順
次に第２乃至第２ｎゲートパルス（Ｇ１～Ｇ２ｎ）が供給される。
【０１７９】
　第Ｎフレーム期間の間、ソースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．
． Ｄｍ－１、 Ｄｍ＋１）に正極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、
Ｄ４．．． Ｄｍ）に負極性データ電圧のみを供給する。 第Ｎ＋１フレーム期間の間、ソ
ースドライブＩＣ１２は奇数データライン（Ｄ１、Ｄ３．．． Ｄｍ－１、 Ｄｍ＋１）に
負極性データ電圧のみを供給し、偶数データライン（Ｄ２、Ｄ４．．． Ｄｍ）に正極性
データ電圧のみを供給する。
【０１８０】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
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れで第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には奇数水平表示ラインの第１及び第
２液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ
データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間
第ｉデータラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表示ラインの第
２液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電
圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性
データ電圧を充電する。図１６で図面符号‘ＰＩＸ１１’は奇数水平表示ラインの第１液
晶セルに形成された第１画素電極であり、‘ＰＩＸ１２’は奇数水平表示ラインの第２液
晶セルに形成された第２画素電極である。
【０１８１】
　奇数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１、ＬＩＮＥ＃３、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ－１）それぞ
れで第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には奇数水平表示ラインの第３及
び第４液晶セルが存在する。奇数水平表示ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間
第ｉ＋２データラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム
期間の間第ｉ＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。奇数水平表
示ラインの第４液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負
極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給
される正極性データ電圧を充電する。図１６で図面符号‘ＰＩＸ１３’は奇数水平表示ラ
インの第３液晶セルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ１４’は奇数水平表示ラ
インの第４液晶セルに形成された第４画素電極である。
【０１８２】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉデータラインと第ｉ＋１データラインの間には偶数水平ラインの第１及び第２液晶セ
ルが存在する。偶数水平ラインの第１液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉデータライン
から供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉデータラ
インから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第２液晶セルは第Ｎ
フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を充電した後、
第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性データ電圧を充電
する。図１６で図面符号‘ＰＩＸ２１’は偶数水平表示ラインの第１液晶セルに形成され
た第１画素電極であり、‘ＰＩＸ２２’は偶数水平表示ラインの第２液晶セルに形成され
た第２画素電極である。
【０１８３】
　偶数水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２、ＬＩＮＥ＃４、．．．ＬＩＮＥ＃ｎ）それぞれで
第ｉ＋１データラインと第ｉ＋２データラインの間には偶数水平ラインの第３及び第４液
晶セルが存在する。偶数水平ラインの第３液晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋２デー
タラインから供給される正極性データ電圧を充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ
＋２データラインから供給される負極性データ電圧を充電する。偶数水平ラインの第４液
晶セルは第Ｎフレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される負極性データ電圧を
充電した後、第Ｎ＋１フレーム期間の間第ｉ＋１データラインから供給される正極性デー
タ電圧を充電する。図１６で図面符号‘ＰＩＸ２３’は偶数水平表示ラインの第３液晶セ
ルに形成された第３画素電極であり、‘ＰＩＸ２４’は偶数水平表示ラインの第４液晶セ
ルに形成された第４画素電極である。
【０１８４】
　図１６に示されるように、上下で隣合う液晶セルのデータ極性は２ドット（または液晶
セル) 単位に反転され、左右で隣合う液晶セルのデータ極性は１ドット単位に反転される
。したがって、図１６の画素アレイの液晶セルは水平１ドット及び垂直２ドットインバー
ジョン形態に反転されるデータ電圧を充電する。
【０１８５】
　図１６で示された画素アレイ１０からＴＦＴ、画素電極及びデータラインの接続関係を
第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第１乃至第４液晶セルと、第２水平表示ライン（
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ＬＩＮＥ＃２）の第１乃至第４液晶セルを例をあげて説明する。
【０１８６】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ１１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ１１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ１１）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ１１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ１１）に接続される。第１水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ１
２）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ１２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ１２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のゲー
ト電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ１２）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ１２）
に接続される。
【０１８７】
　第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第１水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃１）の
第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第１水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ１３）は第２ゲートライン（Ｇ２）からの第２ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ１３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ１３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ１３）のゲート電極は第２ゲートライン（Ｇ２）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ１３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ１３）に接続される。第１水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ１
４）は第１ゲートライン（Ｇ１）からの第１ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ１４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ１４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のゲー
ト電極は第１ゲートライン（Ｇ１）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ１４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ１４）
に接続される。
【０１８８】
　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第２液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第１液晶セルは第１データライン（Ｄ１）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第１ＴＦＴ（Ｔ２１）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第１データライン（Ｄ１）からのデータ電圧を第１画素電極（ＰＩＸ２１）
に供給する。第１画素電極（ＰＩＸ２１）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第１ＴＦＴ（Ｔ２１）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第１
ＴＦＴ（Ｔ２１）のドレーン電極は第１データライン（Ｄ１）に接続され、そのソース電
極は第１画素電極（ＰＩＸ２１）に接続される。第２水平表示ラインの第２ＴＦＴ（Ｔ２
２）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第２画素電極（ＰＩＸ２２）に供給する。第２画素電極（ＰＩ
Ｘ２２）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第２ＴＦＴ（Ｔ２２）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第２画素電極（ＰＩＸ２２）
に接続される。
【０１８９】
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　第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の第４液晶セルは第２データライン（Ｄ２）から
供給されるデータ電圧を充電する。引き継いで、第２水平表示ライン（ＬＩＮＥ＃２）の
第３液晶セルは第３データライン（Ｄ３）から供給されるデータ電圧を充電する。第２水
平表示ラインの第３ＴＦＴ（Ｔ２３）は第４ゲートライン（Ｇ４）からの第４ゲートパル
スに応答して第３データライン（Ｄ３）からのデータ電圧を第３画素電極（ＰＩＸ２３）
に供給する。第３画素電極（ＰＩＸ２３）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電す
る。第３ＴＦＴ（Ｔ２３）のゲート電極は第４ゲートライン（Ｇ４）に接続される。第３
ＴＦＴ（Ｔ２３）のドレーン電極は第３データライン（Ｄ３）に接続され、そのソース電
極は第３画素電極（ＰＩＸ２３）に接続される。第２水平表示ラインの第４ＴＦＴ（Ｔ２
４）は第３ゲートライン（Ｇ３）からの第３ゲートパルスに応答して第２データライン（
Ｄ２）からのデータ電圧を第４画素電極（ＰＩＸ２４）に供給する。第４画素電極（ＰＩ
Ｘ２４）は大体１／２水平期間の間データ電圧を充電する。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のゲー
ト電極は第３ゲートライン（Ｇ３）に接続される。第４ＴＦＴ（Ｔ２４）のドレーン電極
は第２データライン（Ｄ２）に接続され、そのソース電極は第４画素電極（ＰＩＸ２４）
に接続される。
【符号の説明】
【０１９０】
　１０　画素アレイ
　１１　タイミングコントローラ　
１２　ソースドライブＩＣ
１３　ゲート駆動回路
１４　ソース ＰＣＢ(Prｉnted Cｉrcuｉt Board)
１５ ＴＣＰ(Tape Carrｉer Package)
１６　コントロールＰＣＢ
１７　軟性回路基板
【図１】 【図２】

【図３】
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